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　　　　　　　　　1　緒　　言　　　　　　　　　　　　膜廟と，それ以外の部分とをわけて，別々に而エ流を甦U

　冒の運動，分泌，循環などに関しては，消化性潰瘍　　　定することが黙ましい。しかしながら粘膜1血L流鍛を別

の成因に関する議論とも相談って，い著，い茅，な面から　　個に測箆することはさらに困難な問題であり，殻近で

～耽されてきた．このよう媚の機能に影鞭械る　は851（・ypt・・蝋クリアラソス法をノ：『1いてこの闇題

1肝として，薬剤による化学1欄激や，糊1，加1五汰　轍討したB・1119）2のらα環績もあるが・まだ充騨甘

どの物理1欄激のほかに一1］御陥系が勲な櫻｝睦　肘べき：肱力糊才1されていると購えない・

演じていることは，こ糠でを・轍多くの研究があげ　胃にラ坤する自鮒経のうち・r臓禍穣ついて

られる・・．。とに，1943年D，。9，t，dt・・が＋二捌撚　゜よ調に対する糊1の粛6さらに利1な点が多い調

瘍に対する瀕として謎酬・経切断伽提靴て以　還珈譲，しては凝神経が髄的存こ働き・内劇鰍

来，。の加の撒的，㈱1勺イ耽醐次いで撒さ　IP1制的に1動くと→1幾に謝・れている力凱分壼必に関し

れてきている謎走禰の切曄雛よって謂闘およ　ては一村1麟経の刺灘よって減少する・とは渤ら

び胃液分泌一酸度が低下することは明らかであり3）4），　　れていても，切断による変化は必ずしも一様ではない

藩者らも十二指腸潰賜患者に対して行った迷走神経切　　　ようである21）－23）。i翫丘L管に対して，内臓神経は収縮

断術後㍑れ肋現象を認めている・・．・の鰍の分　神経として支肌ていると論れ，その刺激によって

泌＿酸度を減少させる効果のために，十二指腸澱瘍に　　　留1血L洌澱の滅少をレ来すことは異論がないように思われ

対する手術療法としての迷酬・経切断術が翻し本　る17）2‘D蹴ところが・内1剛1働切断し湖含に起

邦でも，一部で盛んに行なわれるようにな。てきてい　る徽流量の変イヒについては・骸分泌の鵬胴様

る5）一ユ。）。ところが，胃の循環に関して，迷楚神経切　　　に・必ずしも意見が一致していない17）2壇）26）・

断がどのような影響を及ぼすか，ということになる　　　　このように，迷走神経’内臓巾和経切断による胃血流

と，この方面の業績はまだ数少ないと言わなければな　　　最の変化については・まだ充分解明されているとは言

らない。元来，胃1血流の問題は解剖学的に複雑な胃の　　　えず・また血流量測定の方法にも問題があるように患

i血管構築11）－13＞と測定方法上の囲難性などから，不明　　　われる。そこで著港は・Jacobson27）によって擁唱さ

確な点が多く，自律神経系との関係についても，必ず　　　れたアミノピリン゜クリアラソス法を用い，胃全血流

しも購が一致していない1。。しカ・し踊L麟蹴　燈謂粘廼勲遡を購酬定して，瀞ヒ神糊断な

に対する猷神糊断術の効勲考慮す腸合も。　らび納1鮒経切断の影響を翻し胃麟謂液分
とも大切な迷走神経切断に伴う胃血行動態の変化を検　　　泌との関係についても考察を加えた。

討すること唖めて藤が深い・．も筋んこれまでに @　　　、、轍方法
も，胃1血流に対する迷走神経切断の影響を観察した研

究は全く麟ではない．たとえば，微細血騰造の面　纏8～16免ρの鞭成犬鞭肌・アミノピリソ゜

から蝋の変化雛定したり1・・誰流撒を行な。た　クリアラソス法｝・よって胃全1鱗量謂粘痴L流齢

り16），また，電磁流量計を使用するなどの方法1の18）に　　　測定し・同時に，大腿動脈血圧，直ll易温を記録した。

より謎走神翻断の影響が検討さオ・ている．しか　また一部のイ・ではMF－2型電灘・闘を用い摺か

し，胃のような分泌機能をもっている臓器では，こと　　　らの還流静脈血流盤を測定した。

に分泌との関係を含めて検討するには，単に胃全血漸i　　　実験は，24時間絶食（水だけ与えた）後，pento一

量の測定のみならず，分泌を営なむ部分，すなわち粘　　barbital　sodium　30㎎／々g筋注によって麻酔を行い，



124－（568）　　　　　　　　　　　　　　　　僑州医誌第18巻

Vagu5

L・ga5免rβ6piploio　　 》oin

鐸血用カテーテル

図1．　胃よりの還流静脈」血の採取法

イヌを背臥位に圃定し，開腹下で行なった。　　　　　　脈」血1を遮断して行なった。採取した」1且液は漁ちに遠沈

　　　1．　アミノピリンの静脈内点滴注入　　　　　　　　して，血漿を分離した。

　右大腿静脈にヵテーテルを挿入し，30認／時の一・定　　　　　4．　胃液の採取

速度でアミノピリソを溶解した生理的食塩水を点滴静　　　　十二指腸より多孔カテーテルを逆行性に闘内に挿入

注した。アミノピリンの盤は，はじめ20認／体重彬を　　　しその先端が胃底部に位鷺するようにした。幽門部は

10分以上かけて静注（loading　dose），その後5η翻体　　　結紮し，胃液の十二詣腸内への流出と，十二指腸液の

重＠／時とした（mah〕tenance　dose）。　　　　　　　　　胃内への逆流を防止した。

　　2，動脈血の採取　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）ヒスタミン刺激下の胃液採取

　右大腿動脈より30～60分ごとに1ヘパリン液で筒内　　　　イヌの場合，分泌刺激が加わっていない状態では胃

を濡らした注射筒を用いて，4紹つつ採血し，直ちに　　　液が採取し難く，したがってクリアラソス値の計鋒が

遠沈して，血漿を分離した。　　　　　　　　　　　　　　困難となるので，常に何らかの分泌刺激を与えておく

　　3．　胃静脈血の採取　　　　　　　　　　　　　　　必要がある。イヌにおいては，胃液の最大分泌を得る

　習全血流量を測定するためには，胃から流出するす　　　ようなヒスタミンの盤は，0．8解／時であることを予

べての静脈血を集めて・その一部を採取しなければな　備爽験で確かめたので（図2），ヒスタミンをo．8卿

らない・イヌの胃静脈系の解剖学的関係は，図1に示　　　時または0・4／昭時の一定速度で点滴静注した。したが

すように，小轡からの血流は胃冠状静脈を経て，門脈　　って，この場合には，ヒスタミン刺激下における胃血

脾静脈吻合部より1～2磁脾側の脾静脈に入り，また大　　流貴の変化を観察していることになる。

鷺からの血流を集める左右胃大網静脈もほとんど脾静　　　　胃液は15分ごとに分割して採取し，時間分泌盤およ

脈に合流する。したがって，胃を潅流する血液は，噴　　　びpHを記録した。

門部および幽門部からの少量の流嵐を除いて，その大　　　　　（2）胃液分泌非刺激下の胃液採取

部分が脾静脈を流れるu）13）。そこで脾をできるだけ脾　　　　一般には，何らかの分泌刺激を加えながら胃液を採

門の近くで捌除し，胃大網動静脈を損傷しないように　　取し，クリアランス値を求めるが，Harper28）の鍵唱

注意しながら，大網を結紮・切離した。また脾静脈と　　　した方法によれば，非刺激下でも胃血流盤を測定する

膵との交通雌を結紮吻離し幽門敵ま周辺の血管　ことができる．すなわち，pH　3，0廟整し轡張マン

とともに結紮した。このように，胃を潅流する並L液の　　　ニトール液50麗を15分ごとに胃内腔に注入して，少翻：

みが脾静脈に集まるように操作した上で，脾静脈の末　　　の胃液とともに排出されたアミノピリンをマンニトー

梢部より・左胃静脈との合流点附近にまでカテーテル　　ル液とともに採取することは容易であり，このように

を挿入し課血に用いた・採血は30～60分ごとに・左　して非轍下にお・・ても謂血鰻をクリアラソ職

胃静脈との合流点より門脈側で，胃脾静脈を圧迫し門　　　によって求めることができる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　て，胃の還流静脈血流墨：を測定した。この場倉は，図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3のように，糊脾静脈の門脈流入1祁を結紮し，左留静

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脈および脾静脈に挿入したカテーテルを一本に集め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，鷺磁流量計のトラソスデ轟一サーに述結した。さ

　　　　口胃液分湖　　　　4°　　らに，この流踊L灘カテーテ・レを介して左大腿静脈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ選流させた。なお，この測路の・一部に蕊方活1全なつ

辱　　　　　　　葺　け，附漁の採取に凧’た・　一
量15　　　　　　　3堕　　　8一糖騰および内臓撫の切断
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　迷沌神経切断はすべて横隔膜下に二｝δいて行なった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≧　　　　内臓神経は左冶とも1腹模外において切断した。
　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

．§1。　　　　　　　　20窺　　　9，アミノピリソのli腱
喜　　　　　妻　…d・・＆A・・1・・d29…従い・次の・う繍・の・
　霧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とにアミノピリンな抽出，定量した。

藍・　　　　　　　101　　検体（雌，骸）1・6を60㈱シリ・ンで処肌
菖　　　　　　　　　塁　　燃つき遠沈蜘ことり，・thy1・・e　di・hl・・kl。20協，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よび1規窟NaOH　O．5紹を加丸，1（）分間掘灘する。次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に，これを2，000圓転，15分間遠沈して上清を捨て，

　　　°　1H．1，s　3　4　　・・2・ル・…umb・…t・5醐1えて，ふ燥び1分

図2．・スタミン投与胴粘獅瀬，　　　間羅したのちi蛾し鏑緊を捨てる・このb・糠
　　　　　腎液分泌盤　　　　　　　　　　』　　　　　　洗瀞操作を2圓繰り返したのち，15η6をとって別の遠

左大講撃聖購入＿蠣トに接謙繍贈灘1誓雪雰磁
続して働願朧蹴した。　　　　　度計（日立製）鞭い・灘26°脚齢い砒酎
　　　6．醐温の蹴　　　　　　　る・あらかじめ贈「澱のアミノピリ職について同
　肛門より直腸温度計を挿入して，直腸温を測定し　　　じ操作を加え・比色作成しておいた標準曲線から・検

た。　　　　　　　　　　　伽こ融泌アミノピリ畷を求める・なお潤液の
　　　7，電磁糧計によ謂伽雌畷咀定　　　場創こは，搬に濃度力塙し・ため・最後刎購を10倍

　一群のイヌにおいて，アミノピリソ・クリアンス法　　　に稀釈して比色した。また・マンニトール注入法の場

と同暗に，MF－2型電磁流燈計（日本光電製）を用い　　　合には採取された胃液が稀釈されているため，最初の

Va已u5
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図3．　電磁流量計による胃全血流鍛測定法
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検体を5麗とした。アミノピリン圓収率は，動静脈血　　　　　　（D　予備爽験

漿，胃液ともに92％以上であった。　　　　　　　　　　　すべての測定操作の準備が完了した後，10a（甑g

　　10．アミノピリソ。クリアランス法による胃」血流　　　doseのアミノピリソを静注し，それにつづいてアミ

　　　　量の鋒出　　　　　　　　　　ノピリソ5卿体重観口㈱よびヒスタミソ。．晦／時を
　アミノピリソ・クリアランス法による胃1血1流量測定　　　注入しはじめると同時に測定を開始すると，約30分後

の原理は，Shore3°），　Jacobson31）らもくわしく記載し　　　から胃全1打L流量，留粘膜血流量，留液分泌爆：はほ父一・

ているように，アミノピリンのようなイオン化傾向の　　定の1直を示すようになり，約4時閥にわたって桀験を

弱い塩基は胃料膜を容易に通過して，胃液とともに胃　　　措続することができることが確かめられた（図4）、，

内腔に排まUされ，しかも…・たん腎液中で解離を起す　　　したがって，これから述べる胤llL流：ll鞭化の観劣｛成績

と，ふたたび膜を通過して1貢L漿中に移動することがで　　　は，すべて，アミノピリソ，ヒスタミン点滴開始後30

きないという性質を利用したものであり，次の計算式　　　分より始め，4時闇以内に終“1’するようにした、，

から，胃粘膜血流蟄および閏全1nL流鎚：を求めることが　　　　　　（2）両側迷走紳経｝除切断（全迷切）の影轡li

できる28）32）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a．全迷切に伴なう冑lnL流倣の変化

胃粘膜血縄・M・（卿m）・M・誰評　　酬齪1・　御蜥によ・て，　1ゴ・・n・流1韻獺1塵

胃全1血流燈…（認／m）・T・一器　 騰　聡欝ll饗楚驚；。霧潔幡
G：胃液あるいはマンニトー・レ灘より欄され　5）識謎溜巾叢緋切獄では，イ・渥、リン翻

　　　謂液物アミノピリン瀕（μ9／認）　　によ。て渤遡、は一墨蔽分灘とともに増加する

v：胃液，あるいは鷲ニトール湘・より鰍され　が，（図4）迷走ネ幣鋤畑よ，イン汚リソを静

　　　謂液分遡（伽i・）　　　　　注しても，・・ずれも増加しない…（図5）。
Pa；動脈血漿アミノピリン濃度（μ9／認）’@　　　　　　5蝋のイヌで測宛した岡粘膜」血L流搬の平均値な求

Pv：胃静脈血漿アミノピリン濃度（μ9加の　　　　　　　め，全迷籾の影響をながめてみると，切断前28．3

なお，アミノピリンは螺と鰍成分との隅1に鱒　伽i・であ。炉陶謝灘、は劇禰・は踊6加，
に分布しているので28），このクリアランス値は」血L流量　　　となった（表1）（図6）。

を示している・　　　　　　　　肋願のイ・輔いて，触血灘，鞭鱗漁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を1司時に測定し，全迷切の影響を調べてみると，樹全

　　　　　　　　III黙離　　　　蹴鍛識徽欄，肇腋分韻はいずれ襯少して
　　　　1．　ヒスタミン刺激下の突験成績　　　　　　　おり，それぞれ，平均76％，56％，56％の減少を添し
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図　5．　胃全血流量，腎粘膜血流：臨貿液分泌量に対するi醐側迷滝
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衷1　腎粘膜［1鼠流量（MF），胃液分泌盤（SV）に

　　　対する両側迷幾神経幹切断の影響（ヒスタ
　　　ミン0．82曜／時刺激下）

　　　体　　圃　　　測　　両側迷滝神経1津　　滅

N』宜蜜　蛋麺磁塞
　　　々9　　チ　　　目　　紹／捌加　　紹／勲　　％

　　　　　　　　MF　13．2　　2，3　　83
1　9・5　125　　SV　O．62　　0．14　77
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　　　　㎎／時刺激下）　　　　　　　　　　　　　　　図24　冑庶1血L流盤に対する迷産神経1馴支切断の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．影響

表6融1鱗趨：（TF），胃粘膜血流搬（M正で），　20～23）、，

　　　　欝麟勲蹴。謙1欝　 ・た”・噸の・・で，・・ノピ・・・・・…

　　　体胃　測齪字1繍枝減　職をこよる鞭L撒の期胴1噂に躍灘翻を

M纏蘂響欝鷺萎　綴膿難1喩，禦亨鶴了鵬
　　　　　　　　　　TF　78．1　19，8　75　ランス灘よる孟ゆ方がより高い値を示し選迷切に

　1　15．0　130　MF　24．5　　9．0　　63　　　よる減少率にも両者の間に差が認められた（裏7）（図

　　　　　　　　　　SV　1，39　　0．63　55　　　24）。

｝、。「，．議：1：1瓢　16）肇窒欝1伏　ける脱1血Lが讐ヨ」醐に

　　　　　　　　　　SV　O．34　0．1944　　避神経非切　状において・大腿動脈li蜘期血圧が

一一一一一 @　　　　一一一…　　　一一　　　　　　　　　60㎜㍑Hg前後にまで低下するような脱血を行うと，胃
　　　　　　　　　　TF　28’2　　969　　65　　　金血流量，粘膜血流墨：，いずれも減少するが（図25，

39・°1°°MF　10・° @4・654　26）…，あらかじめ猷鰹醐1卸1してお、、たイ。で
　　　　　　　　　　SV　O．39　　0．17　56
＿＿＿＿．＿＿

@　　　　　　　　　　　　　　　　　は，同様な脱血に対して如何なる胃」血L行動態の変化を

　　　　　　　　　　TF　56・9　　12・9　　75　　　示すか，を検射した。

　　平　均　MF　13・7　5・8　52　　。．　ii・i“謎走神経幹購犬における枷
　　　　　　　　　　SVα71　α3352　　アミ．ピリン．クリアランス灘よって階・i膜麟

した結果，選迷切後の胃金1重エ流貴，粘膜［血三流堂，冒液　　　量を測定すると同特に，左大腿静脈血流黛な鷺磁1充量

分泌盤の減少率，勘血疏壁と閾液分泌鑑との関係，い　　　計により，経時的に測定した。なお，大腿静脈⊥血流：磁

ずれも，全迷切の揚合と大差がなかった（i菱6）（図　　　を測定するために，2本のカテーテルを大腿静脈の中
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表7　胃全血流最に対する迷走神経胃枝切断の影　　　　量は著明に減少するが，留粘膜lnL流髄はかえって…・時

　　　響5甥湯惣響憾藩罫　増加した畝に，脱蝋…瀦勲静脈瞬闘
　　　（fm）による測定値　　　　　　　　　　　　　ると1大腿静脈血流燈が回復するとともに・胃粘膜1丘L

磁1難韓墜墨饗購ll熱ll：灘∵燃
　　　　　　　　　C　28，5　　11．6　　59　　　ランス法と，電磁流盤計によって同時に計測した結
112・37°・m1・・　8・331　果3揺灘蹄、。よる瀧値にお、、て翻軸駄。て

　　　　　　　　　　C　56．5　　10．4　　82　　　減少を示したが，アミノピリン・クリアランス法によ

216・0100　fm　10．8　7．4　32　る測定細こおいては，脱1血1によって逆に州瀕加葡籍

　　　　　……｝王37．4　1万　68　した（図28）・
311・Q98　fm　18．4　11．9　35　　　b・迷礎ネ　1緻轍切断犬｝こお｝ナる1勲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　あらかじめ迷ラ廷神経胃枝を切断しておいて，繭と同

平均　，贈：111：1；1　…な鮒で脱血鮒な・と・繍欄で諺・胤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た賢全」且疏簸においては減少を示したのに対して，ア

枢側と末禰側に向けて挿入し，その間に血疏盤測定用　　　ミノピリン・クリアランス法による周全1血L流鑑礁1は，

のトランスデューサーを挿入した。　　　　　　　　　　逆に一時的に増加を示した（図29）。

　あらかじめ、両側迷走神経幹を靭陶1しておき，反対　　　　　（7）内臓神経切1斯の影響

側の大腿動脈より約200認の脱血を行うと，収縮期前L　　　Q・4π騨時当りのヒスタミン槻1三による刺激』ドにおい

圧は60襯Hg前後に低下するとともに，大腿静脈血流　　　て，3頭のイヌで内臓神経を切断し、11抽疏鍛，　W液
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　　　　　擁嫡の騰　　　　　　　　齪骸分槻（・ス・，・α蜘／翻
分泌量の変化鹸討した結果，臨魏流燈においては　　　下）

平均63％の減少を示したが，腎粘膜血流鮎胃液分泌　　流髄と胃液分泌量との間には，凶：線的な関係が認めら

燈にはほとんど変化が認められなかった（炎8）（図　　　れた（図32，33）。

30・3ユ）・なお，内臓神糊断商鞍こおいて・胃粘膜⊥血　　　2・胃液分醐剥激下｝始ける爽験1轍
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図34，　胃全血流最，胃粘膜」血1流盤に対する側擢

　　　迷メ…神経幹切断の影響（非端i轍下）　　　　　　　0

　　π’、　曹

ノ1壼．。＿，、蠣
　　　　、、　　甚　　　　o▲　闇㊥胃粘膜血流鍛，

　　　　＼〈〉“°脚噺編

唇P『　＼

ぐ濫

　　　　　　　込鰭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　2　　　　3　　　　4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hour5

　　　体　　胃　　　測　　両側迷走1経幹　　減
N軌　　　　重　　　定　切断前　動薪後　　少　　　　　表10　冒全血流景（TF），胃粘膜血流鐙（MF）

蕩撃　習爾幽考　　に対す納臓神経購の影響（翔激下）

21・885纂翼41：ll：lll　11、61。。冨21：111：1・1

38．575TF　81』5 @3・995　　　　　TF・・614．337
　　　　　　　　　MF　2・9　1・2　59　　210・890　MF　2、4　a1　13

　　平　均　TF　71・5　16・6　78　　　　　　TF　39．2　9．6　76㎝
　　　　　　　　　MF　2・3　1・5　30　　3L塾・Q　120　MF　6，1　aO　67

pH　3・°の等張マソニトル注入法28）により謂液　’　一一……一一…弾階薦一一’　蘭『一　ーワ『

分泌が刺激されていない状態における胃血流鐙を測定　　　　4　11・5　85　MF　3．6　　2．0　　44

し，自律神経切断の影響を観察した。　　　　　　　　　　一一一一一一…一…一一　　一一一一一一一

　　（1）両側迷走神経綱断（全迷切）の馳流蜘。　　平　均　TF　35・8　1a7　59
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MF　3．3　　1．8　　33
　　　　与える影響

　3頭のイヌで，両側迷走神経幹切断を行なった結　　　　4頭のイヌで，内臓神経切断を行なった結果，胃全

果，留全血流蚤は平均78％，胃粘膜血流量は平均30％　　　血L洌瞳は平均59％胃粘膜、血流貴は平均33％の減少を

の減少を示した（表9）（図34）。　　　　　　　　　　　　示した（蓑1⑪）（図35）。

　　（2）内臓紳経切断の胃並し流壁に与える影響
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　　　　　　　　　亘V　考　　按　　　　　　　　　　　　はすべて長所鋸所があるが，最近では，とくに細漠【nL

　圏に関する1’1律神経系とl」illL流との関係を検討する　　　流ILの測定劉・1的として，　Sapirstein511）に．1；って開発

場合，迷走神経あるいは内臓神経を1白’接刺激したり，　　　された4眠クリアランス泓154）鋤をはじめとして，町くb

切断を行なったり，あるいは，そのil伽・ll枢である視　　56）57），85Kr1⊆1）58），1：1エ147）59）などにょるアイソトープ・

床下部において刺激を加えることなどによって，その　　　クリアランス法があげられる、、

影響を観察する方法が従来とられてきた，，博皆は，外　　　　欝欝の使ったアミノピリソ・クリアランス法は，

科臨床の立場から，：Lとして迷走神経切断にlilなう冑　　　Sh【，reら鋤ヴ）行なった胃粘膜からの薬物のクリアラン

⊥飢流量の変動を中心として検討した。十二．Ili腸潰瘍に　　　スに関する研究を，　JaC（⊃bs（m　27）が冑粘膜lril流銚の測

対する治療としての迷ラ1三神経切ll飾1；テは，横隔膜下にお　　　建に応川したものであり，その後，　Harper28），　Zeppa

いて行なうのが普通であり・二の実験でもsubdiaP－　　38）・S報し1148），　Moody。o），　C‘）w1¢y⑳らも本法に、kって

hragmatic　vagotolnyを行なったが，これは窯た，　　　冑血溺l　il：の測定を行な．っている‘，アミノピリン・クリ

心機能への影響を避けることもでぎる点でも好都ノ1で　　　アランス法の物長としては，㈲隔粘膜【1醐己星：為ご選択的

ある。また，内臓神経の切断は，その機能癒絶が，冑　　　に測定することができ，1司時にI」全血流量1：をも測矩で

i飢流量に対してどの」：うな影響を及ぼすかを，迷邉神　　　き嬢、（b）比較的長時間に窪ったって連続して測定でき

経切断の場舎と対比する意味で行なったu　　　　　　　る。（C）Heidenhξしin　p（川chを作IJ琉しておけば，無麻酔

　さて，自律神経枝の切断が岡1鼠流撤に及ぼす影響を　　　の状態でも測刈II∫能で，慢挫鍍験にも適lllできる‘，

検討する場合，観察期聞llも爽験柴仲を・一定にしてお　　　（d）1加L流と冑液分泌を同時に測定できる、，などの点を

けば，胃の基礎1血1流蝋を知る必要は，必ずしもないと　　　あげることができょう、、

もいえるが，まったく刺激の加わっていない状態，す　　本法による摺全［lrL流至1：の測定値は，非刺1敷下でZ3～

なわち分泌休止期に．おける1．1の10L流競とその分布状態　　　83認／minのll］にあったが，これは，42Kクリアラン

についても，考慮を払っておくことが望ましい。この　　ス法によるDelalley54）の測矩値1二近い，、また1淵i膜

ためには・闘疏量測定の方法を検討し，実験条件に　lnl流・：は1～6躍〃mi・の範1｝1｛内にあり調至1酬己，：の

ついても考慮した上で，醤爵の得た実験成績を検討，　　　中で占める粘膜血流輩の比率は10％前後であった（，と

評価したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ころが0・8解／時あたりのヒスタミンによる刺激下で

　　　1．　胃血流：蝋の測定方法才δよび測定値　　　　　　　は，この比率が平均25％に上歩’した。この類実は，ヒ

　胃血流最の測定値を評価するに当っては，測定方　　　スタミン刺激が粘膜下のA－vシャソトな閉じること

法，測定機器，測定条件（麻酔下，非麻酔下び）別，乎　　　にょって，桐対的に粘1嘆lnL流が増加することを炎わし

術侵襲の有無など）1解剖学上の問題（どの煎階領域　　　ているものであろう繊7）a8）、，しかし，分泌休！L期には

を，どのようにして測定したか）などについて，十分　　　動静脈吻脅力二關いているとすれば，Pe［¢r＆Wom〔tck

考慮を払っておく必要がある。従来，数多く報告され　　37）も述べているように，粘膜［1麟繭が72％’占め≧：，と

てきた諸家の測定値が必ずしも一・致していないのは，　　　いうDelan¢y翰の成績1，Lあまりに高すぎるn「iでぱな

このことを考えれば当然とも雷えるQ　　　　　　　　　かろうか、、次に，叶法による測定値，ヒ，電磁流111：計に

　これまでに行なわれてきた胃血流脳の測定法として　　　よる測驚値を同一一・例で求め，比較してみる，し二，本法に

は，（a微細血階の形態学的変化から頗充を推定しよう　よる胃鋤疏鯉｝灘建伽坊が常｛二高い値な示した

とする方法15）35），（b）Prinzmeta1の球ころがし法を応　　が，これ｛よ，習からの潅流縫脈［flll創至｝：橿Rl1竃するま｝種

用した動静脈吻合の追求から血流の闘分禰を知ろうと　　　の方法と，クリアランス法との問1二共通して．ノ認，れイ，

する方法36）37），（c）動静脈前Lの酸素飽和度の鮫養から【疽　　相違であるように思オ、れ礁，1ヤ潅演静脈llにi轍1：な測蜜

流状態を知ろうとする方法38），（d）pUmp一裏）erfusion，　　　する場合iこ問題となる点は，胃を濯流すゐ1瞬夜を1本

viviperfusionなどの潅流爽験16）39）－4D，（e）摺の潅流　　　の静脈に完4≧に集める二とが果してii∫能マ1層あノ）うかと

静脈1nLを集めて計量したり，　bubble　flOW　m¢ter，滴　　　いう疑問が爵）り，また，ヵテ＿テルに」：，プご晦1オこ測竃

数流最計，電磁流量計を∫日いて測定する方法1脳2）一㈲　　　川の［司路・作るコニに；柔，ね学一テ臨・ゴ1偉磯鍼｛｝’i：や睡

（f）動脈血流を電磁流箪計や超瀞波1充重：計で測竃する方　　　液凝固の問｝愚もあり，少撫：．り、，ユ乏時闘嫡続してililI

法17）25）4胴9）1（曝llクリアラソス・交繍電対による　竃描方法とい．，畿，い磐刺；．躍1で～lr、翻：う1堵

方法2°）26）5°）・（h）9・…bs・・pti。n　meヒi1（）d5D52）・（i）イン　えら．厩・．，…∩方」’ミ・い1ンー’・・ノ・鵜噌講，

クを注入して透光性の差から粘膜1丘L流蟻の変fヒを知ろ　　　分泌というll1の生理酌機ll詮な潤瑚するゐ1jl獄ごの利

うとする方法罰）・などがあげられる。これらの方1」1に　　点がある反1貞i’胃蔽な完1獄コ「採lk郵都罎惑轍樋に必
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要な条件であり，また，アミノピリンの胃内排出が　　　による影響をでぎるだけ避けるようにした。

胃液のpHに左右され，燦ンニトール注入法にして　　　　　㈲　血圧

も・人為的にpHを一定に決めるなどの不都合な点　　　　いろいろな器官の」重疏彙を間題にするときは，全身

がある。また，アミノピリン・クリアラソス法によっ　　の血行動態を常に考慮しておく必要がある。たとえ

て求められた胃粘膜1血1流量は，胃液を分泌する粘膜領　　　ば，全身1血圧低下が胃血流蝿：に影響を及ぼすことは，

域の血流を示しているわけであり，アミノピリン・ク　　脱血ショックの実験成績で示した。そこで，すべての

リアランス法は，機能的胃1貢L流量の測驚法と雷うこと　　突験中に大腿動脈圧着ゴ直接に測定したが，ほとんど全

ができよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例において，収縮期血圧は160～120競H麓，拡張期血

　　　2・　胃血流1量に影響を及ぼす実験条件　　　　　　圧は80～60襯Hgの【垂笥にあった。しかし抗ヒスタミン

　胃血流量測定に蟻っては，できるだけ生理的な状態　　　剤をあらかじめ投与しておいたにもかかわらず，ヒス

に近い条件のもとにおき，目的とする刺激因子以外の　　　タミン点滴開始とともに，1⑪～20㎜Hgの一過性」血圧

ものをなるべく除外するように努めなければならない　　低下が認められた。脱血1実験を除いて，実験中ll又縮期

が・実験上やむを得ない条件については，それなりの　　　血圧が100伽Hg以下に低下した例の爽験成績は除外

考慮を払っておく必要がある。　　　　　　　　　　　　した。なお，抗ヒスタミン剤は，1翫血流量，胃液分泌

　　（1）　麻酉㌍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爆影こ彫叡景多網iカミな㌔・18）Gのo

　一般にpent〔⊃barbital　l汰冒液分泌を抑制し，この抑　　　　　（5）体温

制作用は，壁細胞への直接作用による48）52），粘膜血流　　　　実唖灸1二1二1測簸した慮腸温は，大体36～380Cの範闘内

の減少による63），などと考えられている。しかし一方　　にあり，漿験中にもほとんど変動を示さなかった。

では，pentQbarbita1で胃血流蚤の増加が認められた　　　　　　3・両側迷楚神経幹切痢1（全迷切）の胃」血流壁

という報告もあり18），影響がなかっ紅という報告もあ　　　　　　　に与える影響

り55），必ずしも見解が統一された段階ではない。しか　　　全迷切による腎全1血疏最の変化については，急性爽

し，いずれにしても麻酔という条件が非生理的である　　　験において・Peter17）は35・5％・島溝h18）は50％の減少

ことには異論がなく，イヌを用いて意識下に胃ln1流量　　　な認めている。しかし，全迷切後1～6ヵ月経過した蒔

を測定したJacobson27）48），　Rudick49）らの研究はより　　期における観察では，」血L流蚤の変化は謝められず，迷

理想的なものと言える。　　　　　　　　　　　　　　切後の胃液酸度の低下は血流量の減少によるものでは

　著者は，麻酔の影響をできるだけ避けるために，麻　　　ないと醤われている26）57）。迷走神経切断による胃粘膜

酔剤の使用母を必要最少限度内とし，常に一定の条件　　　血流蚤の変化については，Nylander＆Olerud15》は

下で実験を行うように努め，高度な呼吸抑制を招いた　　　迷切後胃粘膜血管の分布密度が減少したと述べてお

ものは，実験から除外した。　　　　　　　　　　　　　り，Bel1＆Battersby19）は85Kryptonを用いて胃粘

　　（2）呼吸促進または抑制　　　　　　　　　　　　　膜血流鷺を測定し，迷切後29～74％の減少を認めてい

　麻酔の膨響と並んで，呼吸の深浅，速度による　　る。ところが同じBel12°）は，熱クリアランス法にょ

pO2，　pCO2の変化は胃の血流や分泌に影響を及ぼすと　　　る迷切1ケ月後の観察に基ずき1胃酸分泌が45％減少

言われる。Bell58）によると，　hypercapniaによって胃　　　しているのに，粘膜血流螢には変化がなかったと述ぺ

粘膜血流量は増加し，hypocapniaによって減少する　　　ている。またJacobson65）は，迷切後には，胃血流最

という。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を増加させても胃液分泌は増加しないという興味深い

　著渚は，換気障害を防ぐために，気管内挿管を行な　　　成績を発表している。

って気道を確保し，room　airによる自然呼吸とした　　　　著溜の得た急性実験成績においては，ヒスタミン刺

が，深麻酔による呼吸抑制や，浅麻酔による呼吸促進　　　激下と非刺激下とを間わず，全迷切によって，胃全血

を避けるように配慮した。　　　　　　　　　　　　　　流蟄・粘膜血流蚤いずれも減少したが，その減少の

　　③　手術操作　　　　　　　　　　　　　　　　　　程度には多少の相違がみられる。冒全血流墨は，いず

　手術による機械的刺激そのもの，また，いわゆる手　　れの場合も・平均70数％の減少を示したが，胃粘膜血

術侵襲と呼ばれるものが，血流に影響を及ぼすであろ　　　流量については，ヒスタミン刺激下で平均56％，非刺

うことは当然考えられ，Jac。bs。n14）もこの点を強調　　　激下では平均30％の減少が認められた。この粘膜血流

しているが，著者は測定に必要な操作終了後，およ　　　壷の減少率は，迷切後・胃液酸度が％～％に減少する

び，迷走神経または内臓神経切断の手術操作終了後，　　　ことに相当している4）。いずれの場合にも，胃粘膜血

20～30分以上を経過してから測定を開始し、手術操作　　　流蚤にくらべて，胃金血流量における減少の程度が大
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きく，その糸裸価疏量に対して糊莫」血L瀬：の占める　吻舎するが・横隔膜下ではそれぞれ1対のネ・際幹とな

飴は増している・　　　　　　　　り・左側のもの験道の前方に構ljのものは後方に
　　このように・急性雲験で全迷切によって胃1甑L流1婁：が　　　位鰍するようになる。この迷ヌヒ神経の後幹のみな切断

減少することが認められたが，迷走神経はどのような　　　した揚合には，前幹のみを切断した揚合にくらべて，

形で冑の血流に関㌻しているのであろうか・たとえ　　　留血流蟄の減少がはるかに著るしい。しかも，後幹切

ば調岳轍贈に対する拡酬経嘱い搬批翼，1凝　断鮒で荊修｛継瀞髄糊1肋場創・ほぼ匹敵する

撫の胃1囎に対するII’眺姻己は・醐されていない　搬峨二郷蛎す．・働黙1，血灘対す硝楚
軌したがって，迷翻1経を切断彊・ことによって内　1・1細辮の優働示すも〃）であろう。

臓神経が優位になるというような，冑lnL管に対する交　　　　DUIlcal1のは，後幹迷切によって冑蠕勤浬動の低ド

感畠咬感鰹の相反糊批猫認められて・・ない・　噛鞭あったが，前・撚切で剛らか鷹下が、1忍め

迷走神羅購による蹴沼醐少の機腕己の棚1に　られなか櫨と述べ謂蠕助颯に対す謎兆紳鰍

よ・て蜘胞の暇性醐下し謂液分泌徽少舳　幹の優働蝶している調の運酬i、醐の麟醗
たらしその糸繰，骸分泌のエネ・レギ覗であ舳　柑碩蜘・仔である・とを叛れば，継爵の撒

流の額が1邸するのであると柵しているも叫あ　蝋も」三ll解し村い．掘1G・贈蝋謂液分泌剛・
るがa7）49）・糊1莫血流：1韮1：にくらべて岡企血流盤の減少の　　する迷幾神経後吋玲の優f臆認めながら，，1亀流の増減が

搬がかな購翫ことから叛て・この謝1だけで　糊に必要な代酬三鍬の鱗に1起附るもので碗
は納得できない点もある・一ブゴ謎酬糊断鳳・　カ・どうかに関しては問，齢らると述べている．しカ、

て調曜蜘1・ことに1鋤1蟹珈ミ低下する・とは，　し，鰍1・血疏は三1三として髄蝋を敬。て麟され，

実験的に鵬床的にもよ蜘られている鋤・1この運　粘1漢酬iは髄鯛三の影響4）跡に，分泌跡ル静

動性の低下が・ことに筋llIq流を減少させることは十　　　の要求によゲくも在おされる部分があると考えられ

分に理解できる。粘膜1血流盤にくらべて，全∫血流鐙の　　　る。なお，前幹迷・切により雷全」血疏盤はある程度減少

減少がより顕著なことは，運動低下による筋層1血ま流減　　　するが・粘ll莫血流：駄留液分泌蹴の減少がきわ逗）て少

少の著るしいことを示すものであるう。また，1栓並L　　ないことは，前幹の当li膜前L湖己，1撒分泌に対する皮配

流量の減少率が，ヒスタミン刺激下でも，非刺激下で　　　の弱いことを示している。・このことは，逆に，臨旅的

も・大達がないということは，この全1血疏鍛の変化の　　　には，十二二指腸潰瘍に対する迷産神経切断術に際し

うち分泌に関与しない部分の1血疏の変化がその火部分　　　て，後幹あるいはその胃枝の切断をおろそかにできな

を占めていることを物語っている。。また，粘膜血流　　　いことを示1唆するものであろう。

鐙の減少率については出スタミ辣口激下の方が輪　　　5・齪神欄棚困1（選迷切）の留蝋蜘こ
しいことは，迷切がヒスタミンに対する漿細胞の感受　　　　　　　　与える影響

性を低下させるという説明67）で理解できよう。分泌刺　　　　乎術的療法としての迷走神経切断術のうち，両側迷

激がカllわっていない場倉の迷切こよる糊勤1流盤の減　避・II経鞭切断する，いわゆるt・t・1　t・u。C。1。、鼠。一

少は，主として筋層血流減少の影響によるものであろ　　　tomyは・腹腔枝や肝枝をも同時に切離することにな

うということは，後で述べるように，非刺激下内臓紳　　　り，下痢を主症状とするpostvagotOmy　syndrOlne

経切断の場合の血流減少の態度によく似ている魚から　　の発生を招くことがあるため，胃枝のみを切離する，

・も推測できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いわゆるselective　vagQtomyの意義が強調されて

　次に，この粘膜部分と筋層との間で血流減少の程度　　　きた8）68）。Ballinger69）1こよれば，腸間膜血流盤は，

に違いを生ずる原因として，粘膜下に存在する動静脈　　　t。tal　truncal　vagotonlyにより減少し，　selective

吻合の働らきをも一万構慮しておきた…Z・ppa38・は　・・g・t。my囑合に｝渡伽・ない．縮が胃．麟慰

胃動静脈の酸素飽和度較差を調べ，迷切犬でも，非迷　　　関して，全迷切と選迷切の成績を比較した結果では，

猷でも，ヒ畑ミン轍によって鱒1勒創燗鎖　閉麟燈，猶髄血溝・調液分泌鐙峨少融。は，
するらしいことを述べているが，動静脈吻合の働らき　　　いずれも著るしい差が認められなかった。

については棚な点が多く・・とに齪鷹が関与し　　6・迷矩宇幌購犬における枷エと留撫縫に
ているという漁接的な証明はない。　　　　　　　　　　　　　　　　与える影響

　　　4．　迷楚神経前幹切断（鯛韓迷切）または後幹　　　　脱煎Lショックの際に，腸管の血流が減少すること

　　　　　切断（後幹迷切）の勘血流羅に与える彬｛i　　lよ・ショ、ックに伴なう腸智麗血としてよく知られてい

迷走神経は鑓の齢麟・て同隣しながら互いに　る報で㈱カ…）調」臓鍋脱1血にょ。て誠少する
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鋤64）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著者の爽験成績では，内臓紳経切断後，胃全血流量

　ところが，あらかじめ全迷切または選迷切を行なっ　　　は明らかに減少を示した。このとき胃鵬の緊張が寛進

ておいて，脱血を行なうと，アミノピリン・クリアラ　　　していることが誌められたが，この現象は，内臓神経

ソス法による岡血流量はむしろ増加を示すという結果　　　の胃壁の緊張に対する抑制効果がi除去されたことによ

を得た。しかし，これと同時に行なった鷺磁流量計に　　　ると考えられるユの。なお，曙壁緊張による閥血流蚤減

よる測定では減少を示しており，このような特殊な条　　　少は，銭場46）もイヌの実験で認めている。一方粘膜並且

件のもとでは、アミノピリソ・クリアランス法による　　　流量についてみると，非刺激下では，内臓神経切断に

胃血流蚤測定値をそのまふ胃を潅流するi血1流燈とみな　　　よって平均33％の減少を示したが，ヒスタミソ刺激下

すことには検討しなければならない点があると思われ　　　ではほとんど不変であった。このことは、ヒスタミソ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刺激下ではヒスタミソの粘膜血1管拡張作li目，分泌尤進

　LiUehei70）にょれば，賢腸管糸においては，シ碧ッ　　　作用の存在のために，筋閥lnL流減少の影響が、粘膜層

クの初期には星nL管収縮による虚血性アノキシアの状態　　　にまで及び難いのではないかと轡えられる。しかし，

が出現するが，後期にはうっ血性アノキシアの状態に　　　以上はあくまでも急性実験の成績であり，この内臓神

移行するという。ところが，迷矩神経切断胃にあって　　　経切断後の糊壁緊張の九進・血流減少の状態がどのく

に、おそらく，この」血L管収縮が起らず1血L液のpoolin9　　らい続くかは，轡者の突験では明らかにされなかっ

を来たし，いきなりうっ1側生アノキシアの状態に移行　　　た。

しやすいことも考えられる。冒に。おけるlnL液の1x，o－　　　　　8．　冑血L流と胃液分泌

1ingは一応冒液分泌の増加となって現われ，その結　　　　周液分泌に対して」f【L流がどのように関与しているの

果，アミノピリソ・クリアランス法による見かけ上の　　であろうかという問題は，消化i生潰瘍の戒困や治療に

胃血流増加ということになり得よう。しかしこれも一　　　関連して古くから議論がたたかわされており，留血流

時的な現象で，さらにショックが続けば，胃液の分泌　　　澱を検討する場禽，関連して考えなければならない震

も減少し，アミノピリン・クリアランス法での血流量　　　要な間題の一つである。賢の」倉L流と分泌との関係につ

測定値も低下する結果となる。このような場合，アミ　　　いては，次の3つの可能性が考えられている。第1に

ノピリソ・クリアラソス法は血流搬を測定していると　　　は，1血L流と分泌には本質的な関遮がないとするもので

いうよりも，血液嵐を測定していると考えた方が妥当　　　あり2°）45），第2には，分泌が増加するときには，，その

であるかもしれない。しかし一方では・アミノピリン　　エネルギー源として並監流が増加する。すなわち血L流の

・クリアランス法による測定値をこのように郷釈する　　　増加は分泌冗進を原因として惹起されるとするもので

ことによって，ショック時における胃の血行動態に対　　　あり37）49），第3には，逆に血流の増加が分泌充進の原

する、より正確な情報を得ることにも活用できるもの　　悶となるとするものである40）65）。

とも需えよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　碧者の爽験成績では，ヒスタミン刺激下において，

　　　7，　内臓神経切断の胃血流盤に与える影響　　　　　迷走紳経または内臓神経切圏1の荊後で，胃粘膜血流鍛

　胃血管に対する迷走神経の薩接支配については否定　　　と胃液分泌蚤との間には藪線的な関係が認められた

的であるのに対して，内臓神経は胃の血管に分布して　　　が，アミノピリン・クリアラソス法による血流量の算

収縮を支配していると書われ，内臓神経の刺激によっ　　　幽には，腎液分泌鍛そのものがi翻妾関係しているた

て胃血流貴が減少することはよく知られている切2の一　　め，この方法によって得た1血L流盤と胃液分泌貴との関

26）。ところが，内臓神経を切断した場禽の胃」血疏盤の　　　係を論ずることに1よ問題点がある。たとえば，他の方

変化に関しては，見解が必ずしも一致していない。　　　法のように，冒液分泌量と麹：扱関述のない通疏測定法

Peter17），　Arabehety24）は，内臓神経切断によって，　　　の場合よりは，両者の間に，一見相関があり得ること

胃血流貴は増加することを述べ，Friesen＆Hemin一　　になるのも，あるいは当然かもしれない。しかし，胃

．gway26）によれば，」血疏量は不変である。なお，松尾　　　液分泌箆が滅少してもアミノピリソ濃度が増して，そ

16）は内臓神経切断後，迷走神経を刺激したところ，冒　　　の結果，血流蚤の鐘出値は減少しないというデーター

血流量はかえ・って減少するという興味ある現象を述べ　　　もあり64》，特殊な場合を除いて，電碑流燈計にょる測

ている。とにかく内臓神経は胃血管の収縮神経として　　　定値のパターンとも一致することより・単に測定法自

働らいているという理山で，これを切断すれば，坐然　　　体による見かけの相関とは雷えない。しかし，1血1流と

血流は増加するであろうと単純に考えることはできな　　分泌との関係を論ずるにほ，さらに種々の薬剤による

いようである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　刺激や，測定方法，測定条件を組み合わせて検討しな
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ければならないが，少くとも，胃全血流盤の測定だけ　　　　㈲　迷走神経切断をうけた胃においてば，脱血Lショ

で，分泌との関係を論ずるのは疑問であろう。また，　　　ックに際して，血液のpoolingが起っていることが

Grim55）は42Kクリアラソス法によって胃粘膜1直1流量　　推測される。

を測定し・アミノピリン・クリアランス法との間にデ　　　⑥　内臓神経切断によって胃全工血疏量は60％前後減

一ターのずれがあることを指摘し・一応分泌が増加し　　　少した。粘膜血流量は，非刺激下で平均33％減少した

ているときは血流も増加しているが，分泌が減少して　　　が，ヒスタミン刺激下ではほとんど変化しなかった。

いるときは・血流も減少しているとは限らない，と述　　この胃全i血1流墨の減少は，胃壁の緊張尤進に基ずく筋

べているし・Bell2°）も・熱クリアラソス法によって胃　　層」血L流の減少によるものと考えられ，非刺激下では，

粘膜煩1流墨を測定し，血流と酸分泌との間には必ずし　　粘膜J打疏もその影響をある程度受けるものと思われ

も平行関係がないと述ぺているように，粘膜1血し流壁の　　　る。

測定法自体にも，まだ検討しなければならない点が残　　　　（7）ヒスタミン刺激下において，迷走神経または内

されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臓神経の切断前も，切断後も本法によって求められた

　Jacobson71）も指摘しているように，胃液分泌を充　　　胃粘膜血流母と胃液分泌量との間には，腹線的な関係

進させる薬剤は一般に血管拡張作用をもっており，胃　　が認められた。

液分泌を減少させる薬剤は一般に血L管収縮剤であると

こ磐麟と分泌との関係を糊する難力’しさがあ　本襯曝駄第・，1馴林囎掌辮会、㌃、」；

ると翫る謂撒の鰍の変化謂液分泌との関係　鋤1附分泌βll絵において撒しブ、。

を・肉［購こ撚したBea・m°・・t72’筋激どの方　搬終るにあたり，燃な鰍示をいただいた本学

儲しろ醗㍑の間の齢を伝えているのかもしれ　筋蝦轍辣購教授に深く翻する。
ない。
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